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海
賊
対
策
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

前
回
質
問
主
意
書
に
て
、
我
が
国
の
海
賊
対
策
に
関
す
る
政
府
の
所
見
を
質
し
、
答
弁
を
受
け
た
が
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え

更
に
具
体
的
に
内
容
を
確
認
し
た
く
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
、
四
及
び
五
に
関
す
る
政
府
答
弁
書
に
お
い
て
、
貨
物
船
「
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
」
が
海
賊
か
ら
解
放
さ
れ
た

経
緯
に
つ
い
て
、
「
本
件
事
案
の
経
緯
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
同
社
の
意
向
等
も
あ
り
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
」
と

の
答
弁
を
受
け
た
が
、
「
同
社
の
意
向
等
」
の
等
に
関
し
て
他
に
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
差
し
控
え
た
の
か
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

二

前
回
質
問
主
意
書
、
四
及
び
五
に
関
す
る
政
府
答
弁
書
に
お
い
て
、
「
身
代
金
の
有
無
等
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な

い
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
身
代
金
有
無
の
把
握
は
、
今
後
、
海
賊
対
策
を
実
行
す
る
上
で
も
非
常
に
重
要
な
要
素
で
あ

り
、
政
府
が
身
代
金
を
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
自
体
、
無
責
任
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

三

前
回
質
問
主
意
書
、
十
及
び
十
一
の
政
府
答
弁
書
に
て
、
ソ
マ
リ
ア
の
海
賊
問
題
の
根
本
的
解
決
に
つ
い
て
、
「
不
安
定

な
ソ
マ
リ
ア
情
勢
の
安
定
化
や
人
道
支
援
等
の
多
層
的
な
取
組
が
必
要
か
つ
効
果
的
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。
現
在
、
日
本

が
行
っ
て
い
る
ソ
マ
リ
ア
へ
の
支
援
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

一



四

海
賊
対
策
強
化
の
た
め
、
ア
フ
リ
カ
東
部
の
ジ
ブ
チ
に
自
衛
隊
初
の
海
外
拠
点
施
設
を
開
設
し
た
。
恒
久
的
な
海
外
基
地

を
持
つ
こ
と
で
、
自
衛
隊
の
活
動
の
効
率
化
や
、
国
際
貢
献
の
拠
点
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
期
待
は
大
き
く
、
国
益
を
考
え

る
上
で
も
非
常
に
重
要
な
施
設
で
あ
る
。
政
府
は
こ
の
海
外
基
地
の
設
置
に
よ
り
、
海
賊
対
策
や
テ
ロ
対
策
に
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
る
と
お
考
え
か
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

海
外
基
地
の
安
全
対
策
面
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
示
さ
れ
た
い
。

六

施
設
建
設
に
約
四
七
億
円
を
擁
し
た
が
、
施
設
立
地
の
た
め
、
ジ
ブ
チ
政
府
か
ら
有
償
で
借
り
て
い
る
土
地
の
価
格
に
つ

い
て
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


